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日
本
共
産
党 

松
本　

春
男

　

問　

耐
震
強
度
偽
造
マ
ン
シ
ョ
ン
が
全

国
各
地
で
建
設
さ
れ
、
何
の
落
ち
度
も
な

い
購
入
者
が
被
害
を
受
け
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
耐
震
構
造
の
問
題
に
市
民
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
春
日
台
中
学
校
の

校
舎
外
壁
の
数
十
カ
所
で
鉄
筋
の
爆
裂
に

よ
る
飛
び
出
し
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、

ま
ず
市
が
こ
の
事
実
を
知
っ
た
時
期
、
設

計
や
工
事
上
の
問
題
点
及
び
爆
裂
現
象
の

安
全
確
認
に
つ
い
て
を
問
う
。
ま
た
、
本

市
で
は
過
去
に
早
園
小
学
校
等
で
手
抜
き

工
事
が
あ
り
、
業
者
負
担
で
改
修
し
た
経

験
が
あ
る
が
、
今
回
は
訴
訟
を
含
め
て
費

用
負
担
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

春
日
台
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
六

月
中
旬
に
現
地
で
事
実
確
認
を
し
た
。
鉄

筋
が
一
部
露
出
し
た
部
分
は
、
施
工
時
に

は
り
の
主
筋
が
柱
の
主
筋
を
外
側
に
押
し

出
し
た
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
か
ぶ
り
が

設
計
厚
よ
り
一
部
不
足
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
非
破
壊
検
査
を
含
め
、
現
在
調
査

中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
か
ら
構
造
計
算
を

行
い
、
安
全
確
認
後
、
国
が
定
め
る
仕
様

に
基
づ
き
補
修
す
る
。
他
の
学
校
は
、
概

ね
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
防
衛
補
助
事
業

の
冷
房
改
修
に
併
せ
全
外
壁
改
修
済
み
で

あ
る
。
ま
た
、
施
工
業
者
は
現
場
確
認
し

た
中
で
真
摯
に
受
け
止
め
て
い
る
と
話
し

て
い
る
が
二
十
一
年
経
過
し
て
お
り
、
今

後
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
調
整
す
る
。

（
他
に
「
厚
木
基
地
な
ど
米
軍
の
基
地
再

編
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

学校施設や公共施
設が安心して利用
できる安全確認を

　

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

青
栁　

愼

　

問　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
来
年
六
月

か
ら
新
築
住
宅
に
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
、
安
心
の
暮
ら
し
実
現
の

た
め
に
は
、
ど
の
家
庭
に
も
設
置
し
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。
本
市
の
支
援
制
度

で
は
、
障
害
者
の
い
る
家
庭
に
火
災
警
報

器
が
給
付
さ
れ
る
制
度
が
あ
る
が
、
今
年

度
の
設
置
件
数
は
。
ま
た
、
火
災
か
ら
お

年
寄
り
を
守
ろ
う
と
の
観
点
か
ら
質
問
す

る
が
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
住
宅
火
災

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
高
齢
者
だ
け

の
家
庭
や
高
齢
者
独
り
住
ま
い
の
家
庭
の

火
災
予
防
対
策
は
。
さ
ら
に
、
火
災
警
報

器
の
設
置
や
購
入
の
際
に
補
助
等
を
考
え

な
い
か
。

　

答　

今
年
度
は
障
害
者
の
日
常
生
活
用

具
の
給
付
事
業
で
一
件
の
申
請
が
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
も
工
夫
を
し
な
が
ら
制
度

の
周
知
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
高
齢
者
独

り
住
ま
い
の
家
庭
の
火
災
予
防
対
策
と
し

て
春
と
秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
住

宅
防
火
診
断
を
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
行
い
、
そ
の
診
断
結
果
と
併
せ
て
防
火

安
全
対
策
の
指
導
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
独
り
住
ま
い
の
家
庭
は
九
百
三
世

帯
あ
る
の
で
、
今
回
の
法
律
改
正
の
趣
旨

を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
火
災
警
報
器
の

設
置
に
補
助
を
行
う
対
象
者
や
補
助
額
等

に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
に
つ

い
て
」
「
比
留
川
合
流
地
域
の
整
備
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

高齢者だけの家庭
の火災警報器設置
に対して補助等を

　

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

安
藤
多
恵
子

　

問　

市
の
南
西
部
に
は
農
地
や
公
園
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
な
ど
多
く
の
社
会

資
源
が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
視
点
か
ら
こ
れ
ら
を
活

用
し
、
新
鮮
な
野
菜
の
購
入
、
手
づ
く
り

み
そ
や
漬
物
の
体
験
教
室
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
、

ホ
タ
ル
の
生
息
地
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

の
場
を
配
置
し
て
歩
い
て
楽
し
い
ル
ー
ト

を
つ
く
り
、
暮
ら
し
の
あ
り
よ
う
を
具
現

化
し
た
個
性
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
企
画
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
全
体
構
想
と
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ

て
は
。
そ
の
た
め
に
地
域
を
歩
き
、
ど
の

よ
う
な
魅
力
が
あ
る
の
か
研
究
し
て
は
。

　

答　

市
で
は
、
観
光
や
産
業
、
農
産
物

の
マ
ッ
プ
、
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
る
情
報
提
供
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
農
産
物
直
売
所
を
は
じ
め
農
家

体
験
留
学
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
い
う

観
点
を
含
め
、
自
然
環
境
な
ど
の
社
会
資

源
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。
そ
れ
に
は
内
部
の
共
通
認

識
と
市
民
に
愛
さ
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
。
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

既
存
の
も
の
を
再
編
集
し
、
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
。
地
域
の
状
況
を
知
る
た
め

に
、
ま
ず
自
ら
行
動
す
る
こ
と
と
地
域
活

動
へ
の
参
加
を
職
員
に
指
導
し
て
い
る
。

（
他
に
「
い
き
い
き
ま
つ
り
の
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
」
「
た
の
し
い
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

農地や公園などを
活用して歩いて楽
しいまちづくりを

　

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

増
田
淳
一
郎

　

問　

市
長
の
選
挙
公
約
で
あ
る
避
難
所

に
医
薬
品
を
備
え
る
件
は
ど
う
な
っ
た
か
。

ま
た
、
大
上
な
ど
の
人
口
密
度
が
高
く
、

震
災
時
の
一
時
避
難
場
所
に
も
遠
い
地
区

で
は
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
駐
車
場
が
使

用
で
き
る
協
定
を
結
べ
な
い
か
。
さ
ら
に
、

身
体
障
害
者
等
の
た
め
に
も
近
く
の
民
間

駐
車
場
や
耕
作
放
棄
地
等
と
も
使
用
協
定

の
締
結
を
。
現
在
、
各
避
難
所
に
は
仮
設

ト
イ
レ
二
基
を
配
置
し
て
あ
る
が
、
非
難

人
数
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
し
、
十
基

程
度
に
増
設
し
て
は
。
人
命
救
助
に
有
効

な
ジ
ャ
ッ
キ
等
を
緊
急
時
に
使
用
で
き
る

よ
う
、
自
動
車
整
備
業
者
と
協
定
を
結
べ

な
い
か
。
今
後
、
防
災
訓
練
は
も
っ
と
実

情
に
あ
っ
た
訓
練
を
取
り
入
れ
て
は
。

　

答　

医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
現
在
三
師

会
と
災
害
時
の
救
急
医
療
体
制
に
係
る
事

業
調
整
を
図
っ
て
お
り
、
年
度
内
に
保
健

大
震
災
に
対
す
る
備
え
は
何

を
最
重
点
に
取
り
組
む
の
か

医
療
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
す
る
。
一
時
避
難

場
所
は
、
障
害
者
等
の
対
応
を
含
め
、
現

在
指
定
し
て
い
る
八
十
八
カ
所
で
活
用

が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
大

手
ス
ー
パ
ー
等
に
協
力
要
請
を
す
る
が
協

定
を
結
ぶ
考
え
は
な
い
。
仮
設
ト
イ
レ
は
、

不
足
分
を
補
う
た
め
市
内
の
レ
ン
タ
ル
会

社
と
災
害
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
ま

た
、
ジ
ャ
ッ
キ
等
の
利
用
は
有
効
な
方
法

で
あ
る
た
め
、
今
後
、
協
定
を
結
べ
る
よ

う
進
め
て
い
く
。
今
後
、
防
災
訓
練
は
避

難
所
の
運
営
を
柱
と
し
た
、
地
域
の
実
態

に
即
し
た
内
容
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

公
明
党 

松
澤　

堅
二

　

問　

交
通
弱
者
で
あ
る
歩
行
者
と
自
転

車
利
用
者
の
事
故
死
は
全
体
の
四
割
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
約
半
数
が
自
宅
か
ら
五

百
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
事
故
に
遭
っ
て
い

る
。
国
で
は
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
形
成

へ
の
支
援
や
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
を
指

定
し
危
険
地
域
の
改
善
を
勧
め
る
な
ど
生

活
道
路
の
安
全
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。
さ
ら
に

綾
瀬
版
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
を
創
設
し

て
は
。
ま
た
、
上
土
棚
地
区
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て
、
市
道
二
一
号
線
の
安
全
対
策

と
市
道
二
二
・
二
三
号
線
の
歩
道
の
整
備

状
況
は
。
綾
南
小
学
校
裏
門
近
く
の
横
断

歩
道
に
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
設
置
を
。 　

答　

計
画
に
基
づ
き
事
故
多
発
箇
所
の

重
点
整
備
や
安
全
施
設
の
設
置
を
行
う
と

と
も
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
図
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
や
自
治
会

な
ど
の
意
見
を
基
に
危
険
箇
所
の
改
善
に

努
め
て
い
る
。
綾
瀬
版
は
地
域
の
声
を
聞

き
な
が
ら
進
め
た
い
。
市
道
二
一
号
線
は

歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
化
と
危
険
箇
所
へ
啓

発
看
板
を
設
置
し
た
い
。
ま
た
、
地
域
が

合
意
す
れ
ば
接
続
道
路
の
交
通
規
制
を
要

望
し
た
い
。
市
道
二
二
号
線
は
今
年
度
中

に
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
整
備
と
一
部
測
量

を
行
う
。
市
道
二
三
号
線
は
未
整
備
部
分

を
用
地
取
得
後
整
備
し
て
い
く
。
信
号
機

は
設
置
に
向
け
大
和
署
と
協
議
し
て
い
く
。

（
他
に
「
市
民
活
動
の
更
な
る
推
進
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

生
活
道
路
の
整
備
を
優
先
し

安
心
・
安
全
の
街
づ
く
り
を

1月9日、市民スポーツセンターで開催された「成人のつどい」。今年は、973人の新成人の
うち、約670人が集い、懐かしさと喜びを交わす声が会場に響いていました


